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教 員 研 究 活 動 一 覧
2017. 1 － 12　

基盤看護学領域
看護教育学分野

＜原著＞

学術論文の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

教育に携わる看護師が「成長が遅れてい
る」ととらえた看護師の特徴と行われて
いる教育・支援 

2016年 12月
（発刊が 2017

年の 3月に遅
れたため）

日本看護研究学会誌
39（5）：65–74

小川朋子，林　智子，井村香積

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

看護学生から新人看護師の役割移行期に
感じるギャップに関する文献レビュー 2017年 3月

第 21回日本看護研究
東海地方会学術集会
（津市）

牛場かおり，半田美穂，
中野志保，林　智子，
井村香積

ENDCOREsを使用した看護学生のコ
ミュニケーション・スキルに関する文献
検討

2017年 3月
第 22回日本看護研究
東海地方会学術集会
（津市）

中野志保，牛場かおり，
半田美穂，林　智子，
井村香積

看護基礎教育における模擬患者（SP）
導入の学習効果についての文献検討 2017年 3月

第 23回日本看護研究
東海地方会学術集会
（津市）

半田美穂，中野志保，
牛場かおり，井村香積，
林　智子

一般人と看護師に用いる死生観尺度の比
較－死生観尺度の関する文献レビューよ
り－

2017年 9月
日本エンドオブライブ
ケア学会第 1回学術集
会（新宿区）

永山弘子，井村香積，
小笠原知枝，加藤亜妃子，
林　容子，新井祐恵，
對中百合，田島真知子

がん医療の均てん化に関する調査
－専門看護師・認定看護師の職務満足を
通して－

2017年 2月  第 30回日本がん看護
学会学術集会

北島昌樹，宮田千春， 
荒井秀典

がん告知に対する患者・家族への関わり
－告知直後に焦点をあてた事例から－ 2017年 2月 第 30回日本がん看護

学会学術集会

北島昌樹，小西千尋，
三谷勇一，内藤知佐子，
宮田千春

The attitudinal attributes required for 

nurses in geriatric intermediate care 

facilities

2017年 3月 AAPINA 14th Annual 

Conference

Chiharu Miyata， 
Hidenori　Arai

がん終末期患者に対する医師からのコン
サルテーションの一事例－医師と患者・
家族の思いの調整－

2017年 3月 第 5回がん相談研究会
北島昌樹，丸山美香， 
三谷勇一，内藤知佐子，
小西千尋，宮田千春

急性期病院における離床センサー使用と
道徳的感受性について～マニュアルの有
無の観点から～

2017年 4月 第 9回日本看護倫理学
会年次大会

奥本綾香，宮田千春，
木下彩栄
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＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

看護職のキャリア 看護実践力ブロッサム開花継続
プロジェクト 2017年 1月 宮田千春 看護職

看護管理学分野における研究 看護管理者教育 /九州大学病院
看護部 2017年 10月 宮田千春 看護管理者

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 29年度　日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究 C）

医療チームの専門職連携協働を推進するための共感
的相互理解モデルの開発 林　智子，井村香積

平成 29年度　日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究 C）

看護学生の実践的コミュニケーション能力の獲得に
向けた段階的教育プログラムの検討

井村香積，林　智子，
石倉夏海，水野節子

平成 29年度　日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究 C）

新人看護師のリアリティショック軽減に向けた SOC

とソーシャルサポート認識への介入
石倉夏海，林　智子，
井村香積

平成 29年度　日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究 C）

介護老人保健施設における看護師の専門職性を高め
る組織コミットメントモデルの開発

宮田千春，荒井秀典，
菅佐和子

平成 29年度　日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究 C）

認知症高齢者の脳の残存機能を活かしてポジティブ
な情動を引き出す介入

占部美恵，北島謙吾，
福田弘子，加藤佑佳，
宮田千春，成本　迅，
木下彩栄

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

看護研究学会東海地方会 世話人 井村香積

第 21回看護研究学会東海地方会学術集会【3月】 大会長 林　智子

第 21回看護研究学会東海地方会学術集会【3月】 事務局 井村香積

日本看護研究学会　第 43回学術集会 実行委員 井村香積

日本看護管理学会学術誌編集委員会 編集委員 宮田千春

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

平成 28年度実習指導者講習会【特定分野】 教育方法・評価方法（講師）
看護教育課程（講師） 井村香積

公立西知多看護専門学校 看護研究 林　智子，井村香積

三重看護専門学校 総合医療論 井村香積

平成 28年三重県新人看護職員体制構築事業 アドバイザー 井村香積

名張市民病院看護研究研修会 講師 谷村　晋，西出りつ子，
井村香積
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名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

伊賀地域中堅看護職看護研究研修会 講師 林　智子，井村香積，
石本恭子

兵庫医療大学看護学部 FD研修会 講師 林　智子

京都大学医学研究科人間健康科学系専攻 講師 宮田千春

九州大学病院看護部 講師（研究指導） 宮田千春

熊本駅前看護リハビリテーション学院 講師 宮田千春
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実践基礎看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

An Investigation of Perspectives of 

Respite Admission Among People Living 

With Amyotrophic Lateral Sclerosis and 

the Hospitals That Support Them

2017年 3月

Journa l  o f  Pr imary 

Care & Community 

Health

8（3）：163–168

Michiko Nakai, Yugo Narita,

Hidekazu Tomimoto

看護師の抗がん剤に対する認識と現状 2017年 7月
日本看護学会論文集：
ヘルスプロモーション
47, 174–177

津田萌伽，堀口美穂，水谷泰子，
江藤由美，福録恵子

Efficacy of transdermal scopolamine for 

sialorrhea in patients with amyotrophic 

lateral sclerosis 

2017年 8月 cogent medicine

4：1364501

Kiyomi Odachi, Yugo Narita,

Yuka Machino, 

Tomomi Yamada, 

Yuki Nishimura, Yasuyuki Ota,

Satoshi Tamaru, 

Hidekazu Tomimoto

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

海外から本学への研修学生の来訪とその
後の展開 2016年前期 2017年 3月 三重看護学誌

19： 35–40

成田有吾，児玉豊彦，
竹内佐智恵，武田佳子，
平松万由子，福録恵子，
山田奈央

神経変性疾患 2017年 6月 緩和ケア
27（Supple)：130–137

成田有吾

呼吸管理 2017年 8月

アクチュアル 脳・神経
疾患の臨床．神経疾患
治療ストラテジー
232–241

成田有吾，中井三智子

代替コミュニケーション機器は いつ，
どのように導入しますか？ 2017年 9月

神経内科 Clinical

Questions &Pearls, 

運動ニューロン疾患
205–211

成田有吾，中井三智子

人工呼吸管理下にある筋萎縮性側索硬化
症患者のコミュニケーション支援：現状
と将来展望

2017年 11月 神経内科
87（5）：539–544

成田有吾
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＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

ナーシンググラフィカ　健康の回復と看護⑦
『疾病と治療』第 3版 1刷　4章 13節・14節 2017年 10月 MCメディカ

出版 野口　孝，今井奈妙

ナーシンググラフィカ　健康の回復と看護⑦
『疾病と治療』第 3版 1刷　4章 15節 2017年 10月 MCメディカ

出版 野口　孝，種田ゆかり

新体系看護学全書　周術期看護　分担領域　
自己効力感 2017年 12月 メヂカル

フレンド社
犬丸杏里，竹内佐智恵，
福録恵子，吉田和枝

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

The Basic Problem of Nursing Job 2017年 2月
International & 

Transdisciplinary

Symposium（Kyoto）
Nami Imai

Aiming for efficient and safe venipuncture 

in fundamental nursing education
2017年 2月

International & 

Transdisciplinary 

Symposium（Kyoto）
Keiko Fukuroku

化学物質過敏症看護相談室の利用者に関
する事例報告 2017年 6月

第 26回日本臨床環境
医学会学術集会
（東京都港区）

横井弓枝，小川朋子，横地風花，
今井奈妙

癒しと福祉 癒しの環境とコミュニケー
ション，在宅での神経変性疾患患者の経
験から

2017年 8月
第 15回癒しの環境研
究会愛知全国大会
（愛知県豊明市）

成田有吾

筋萎縮性側索硬化症患者の諸症状に関す
る多職種間情報共有を目指した診療記録
からの後方視的検討 ～看護師の記載に
着目して～

2017年 9月

日本難病医療ネット
ワーク学会
第 5回学術集会
（石川県金沢市）

西川陽子，成田有吾，新堂晃大，
冨本秀和

Two cases with long Tinel sign on the 

median nerve due to a proximal tumor 

and the MR neurography

2017年 9月 23rd World Congress of 

Neurology（京都市）

Yugo NARITA, 

Keiko FUKUROKU,

Hirofumi MATSUYAMA, 

Yuichiro Ii, 

Hidekazu TOMIMOTO, 

Masayuki MAEDA

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

その体調不良の原因、生活環
境にありませんか？ 三重県 2017年 3月 今井奈妙 一般市民

生活環境汚染による病から身
を守る Shipサロン 2017年 3月 今井奈妙 一般市民

元気な老後のために－フレイ
ルって何だろう？運動面から
の対策－

医療法人思源会　
第二岩崎病院 第 4回地域交流会
教育講演

2017年 5月 福録恵子 地域住民
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演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

新規環境病を知って健康改善！  第 18回三重大学
サイエンスカフェ 2017年 6月 今井奈妙 一般市民

シックハウス症候群・化学物
質過敏症・電磁波過敏症の最
新知見と今後の展望－看護相
談室の看護師からみた現状と
今後の展望－

日本臨床環境医学会（市民公開
シンポジウム） 2017年 6月 今井奈妙 一般市民

研究者

これからの看護学を大学で学
ぼう！

三重県立神戸高等学校
理数科講演会 2017年 7月 今井奈妙

理数科
1・2学年
高校生 30名

自然素材の安全性と優しさ 平成 29年度戦略産業雇用
創造プロジェクト事業 2017年 9月 今井奈妙 一般市民

研究者

これからの看護学を大学で学
ぼう！ 鈴鹿中等教育学校 2017年 10月 今井奈妙 高校生

保護者

臨床家の看護研究　基礎編①
～実践の現場から研究テーマ
を見つけよう！～

三重看護研究会・研修会 2017年 11月 今井奈妙 看護師

臨床家の看護研究　基礎編② 

～実践の現場から研究テーマ
を見つけよう！～

三重看護研究会・研修会 2017年 11月 今井奈妙 看護師
研究者

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 27～29年度日本学術振興会
科学研究費補助金（挑戦的萌芽
研究 )

静脈穿刺ナビゲーションシステム開発に向けた、前
腕部静脈穿刺ハイリスクエリアの検討

福録恵子，種田ゆかり，
成田有吾，前田正幸，
高瀬伸一

平成 27～29年度日本学術振興会
科学研究費補助金（挑戦的萌芽
研究）

環境看護学分野における患者支援理論の開発 今井奈妙，福録恵子，
横井弓枝

みえ健康・省エネ住宅推進協議
会

「県産材活用健康住宅事業化促進」に関するワーク
ショップ・セミナー 今井奈妙

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本臨床環境医学会 理事 今井奈妙

第 26回日本臨床環境医学会学術集会 口演発表座長 今井奈妙

三重看護研究会 理事 今井奈妙
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＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

公益社団法人三重県看護協会三重県保健師助産師看
護師実習指導者講習会 実習指導案作成演習：講師 福録恵子

骨粗鬆症における地域連携・多職種連携セミナー 特別講演座長 福録恵子

高大連携サマーセミナー：静脈注射を念頭に前腕の
静脈走行をみてみよう！ 講義・演習 成田有吾，福録恵子，

種田ゆかり

三医看同窓会 役員 種田ゆかり

公益社団法人三重県看護協会
三重県保健師助産師看護師実習指導者講習会 看護倫理：講師 今井奈妙

公益社団法人三重県看護協会
三重県保健師助産師看護師実習指導者講習会 看護論：講師 今井奈妙

公益財団法人聖バルナバ病院聖バルナバ助産師学院 基礎助産学・母子の健康生活と環
境：非常勤講師 今井奈妙

社会医療法人畿内会岡波看護専門学校 倫理学 2：非常勤講師 今井奈妙

一般社団法人日本サスティナブル建築協会 スマートウェルネス住宅等推進調
査委員会委員 今井奈妙

平成 28年度三重大学医学部附属病委員看護部レベ
ル III後期倫理研修（H29年 1月 20日・1月 27日） 講師 今井奈妙

平成 29年度三重大学医学部附属病委員看護部レベ
ル III「倫理」研修（H29年 11月 21日・11月 30日） 講師 今井奈妙

平成 29年度三重大学医学部附属病委員看護部レベ
ル IV「倫理」研修（H29年 12月 5日・12月 21日） 講師 今井奈妙

株式会社三重 TLO 技術指導 今井奈妙
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実践看護学領域
がん看護学分野

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

看護における多職種連携のための教育法：
レビュー 2017年 3月

三重大学地域人材教育
開発機構三重大学高等
教育研究　23号：99– 
106

竹内佐智恵，吉田和枝，
坂口美和，犬丸杏里，横井弓枝，
武田佳子，辻川真弓

「ケアの本質を求めて－看護は人生の生
き方そのもの－」
馬場昌子先生への感謝を込めて

2017年 12月 「あいちホスピス研究
会」会報　100号：5–7

佐々木裕子，坂口美和

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

急性期白血病で無菌治療室に緊急入院し
化学療法を受ける若年女性患者の妊孕性
に対する女性看護師の思い

2017年 2月
第 31回日本がん看護
学会学術集会
（高知市）

佐野悦子，坂口美和，辻川真弓

Development and Evaluation of a 

formulated End of life simulation scenario 

for undergraduate nursing students using 

an objective structured clinical evaluation

2017年 3月
East Asian Forum

Oncology Nursing 

Scholars (Hong Cong)

Tomoko Tamaki, Anri Inumaru,

Yumie Yokoi, Mayu Tomita,

Michiko Kido, Yuko Ohno,

Mayumi Tsujikawa

End of Life ケアシミュレーションの無
作為化比較試験による教育効果の評価
－知識テストとOSCEによる検討－

2017年 12月 第 37回日本看護科学
学会（仙台市）

玉木朋子，犬丸杏里，横井弓枝，
冨田真由，辻川真弓，藤井　誠，
井上勇太，木戸倫子，
大野ゆう子

End of Life ケアシミュレーション教育
の評価
－振返り用紙による検討（第 2報）－

2017年 12月 第 37回日本看護科学
学会（仙台市）

犬丸杏里，玉木朋子，横井弓枝，
冨田真由，辻川真弓，

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

大切な人を亡くすこととケア がんの緩和ケア連続講座　
青木記念ホール緩和ケアを学ぶ会 2017年 2月 坂口美和 市民

看護理論 看護理論研修プログラム　
三重大学医学部附属病院 2017年 2月 坂口美和 看護師

人生経験の持つ強みを「聞き
書き」を通して発見しよう

伊勢「聞き書き」教室
「終わりよければ」いせの会 2017年 7月 坂口美和 市民

日常ケアから看護研究へ　
質的研究

レベル III

「日常ケアから看護研究へ」研修　
三重大学医学部附属病院

2017年 8月 坂口美和 看護師

看護過程 三重県保健師助産師看護師実習
指導者講習会　三重看護協会 2017年 8月 辻川真弓，

犬丸杏里 看護師
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演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

成人看護学実習の実際（慢性
期）

三重県保健師助産師看護師実習
指導者講習会　三重看護協会 2017年 9月 坂口美和 看護師

成人看護学実習の実際・演習
（慢性期）

三重県保健師助産師看護師実習
指導者講習会　三重看護協会 2017年 9月 坂口美和 看護師

家族のケア
三重県がんにおける質の高い看
護師育成研修　
三重大学医学部付属病院

2017年 11月 坂口美和 看護師

がんサバイバーシップ
三重県がんにおける質の高い看
護師育成研修　
三重大学医学部付属病院

2017年 11月 辻川真弓 看護師

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 29～32年度　科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成
金）基盤研究（C）

健康状態が良い時期から始めるアドバンス・ケア・
プランニングの取り組みとその評価

研究代表者：辻川真弓
研究分担者：坂口美和，
吉田和枝，竹内佐智恵，
犬丸杏里

平成 29～31年度　科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成
金）基盤研究（C）

EOLシミュレーション教育の教育効果の評価とシ
ナリオの発展に関する研究

研究代表者：玉木朋子
研究分担者：犬丸杏里，
辻川真弓

平成 28～30年度科学研究費補助
金（基盤 C） 妻を亡くした中年期男性家族の強みに関する研究 研究代表者：坂口美和

研究分担者：佐々木裕子

がん研究に関するプロジェクト
（生命の駅伝がん研究奨励賞）

キャンサーサバイバーと家族の強み（Strength）を
見出す看護方略の検討 坂口美和

三重大学地域貢献活動支援事業 人生経験のもつ強みを「聞き書き」を通して発見し
よう 坂口美和，犬丸杏里

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本プライマリ・ケア連合学会誌 査読 坂口美和

第 22回日本緩和医療学会学術大会 査読委員 辻川真弓

日本死の臨床研究会 世話人 辻川真弓

日本死の臨床研究会中部支部会 世話人 辻川真弓

日本がん看護学会 代議員 辻川真弓

日本がん看護学会 専任査読委員 辻川真弓
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＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

伊勢「聞き書き」教室 2017連続講習会 講習会企画，開催支援 坂口美和，犬丸杏里

三重大学医学部附属病院がんセンター主催第 10回
市民公開講座
「知ってほしい！これからの肺がん治療」

パネルディスカッション座長 辻川真弓

The End-of-Life Nursing Education Consortium 

(ELNEC) 三重 開催責任者 辻川真弓

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（が
んプロフェッショナル）」養成プラン
（京都大学・三重大学・滋賀医科大学・大阪医科大
学・京都薬科大学）

がん看護コースディレクター 辻川真弓

愛知教育大学附属岡崎中学校 Life work授業
「患者の気もちを理解するうえで大切なこと」 取材協力 坂口美和
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成人看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Cross-cultural adaptation of the professional 

version of the Readiness for Interprofessional 

Learning Scale (RIPLS) in Japanese.

2017年１月 J Interprof Care　
31（1）：85–90

Oishi A, Haruta J, 

Yoshimi K, Goto M, 

Yoshida K, Yoshimoto H

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

M県の災害対策の現状　オストメイト
に焦点を当てて 2017年 6月

東海ストーマ・排泄リ
ハビリテーション研究
会誌　37（1）7–11

吉田和枝

看護における多職種連携のための教育法：
レビュー 2017年 3月

三重大学地域人材教育
開発機構三重大学高等
教育研究　23　99–106

竹内佐智恵，吉田和枝，
坂口美和，犬丸杏里，横井弓枝，
武田佳子，辻川真弓

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

家族看護　改訂版 2017年 4月 ピーラルプレス

櫻井しのぶ，安藤直美，
大石ふみ子，大倉美佳，
加藤欣子，金岡　緑，
加藤裕美子，間　文彦，
佐藤敏子，庄村雅子，杉浦絹子，
近森栄子，中西唯公，乗松貞子，
簱持知恵子，三村博美，
森田恵子，原田静香，
薬師神裕子，横尾京子，
横内光子，吉田和枝

経過別成人看護学②　周術期看護 2017年 12月 メヂカルフレン
ド社

明石恵子，嶌田理佳，
奥村美奈子，竹内佐智恵，
吉田和枝，福録恵子，犬丸杏里，
吉村弥須子，田中久美子，
深田栄子，岡田悠揮，中村美鈴，
師岡友紀，荒尾晴恵，
益田美津美，浅田美也，
長谷川千花，田中　萌，
北野ゆかり，井澤史恵，
小塚裕子，濱田美穂，藤井夕香，
本多正繁，大仲真子，西口真由，
松下綾子，土屋裕美，稲垣千里，
神谷菜月
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＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

オストメイトに特化したアプリ開発と活
用促進に関する研究 2月

第 34回日本ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン学会（名古屋）

神戸　翼，前川厚子，吉田和枝，
進藤勝久，竹井留美

女性ストーマ保有者による妻、母親役割
から捉えた日常生活の体験 2月

第 34回日本ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン学会（名古屋）

竹井留美，吉田和枝，前川厚子，
伊藤美智子，藤井京子，
積美保子，遠藤亜希子

女性ストーマ保有者の女性特有の生活体
験 2月

第 34回日本ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン学会（名古屋）

吉田和枝，竹井留美，前川厚子，
伊藤美智子，藤井京子，
積美保子，遠藤亜希子

Developing and promoting smartphone 

application for people with stoma in 

Japan

4月
第 10回アジアストー
マリハビリテーション
学会（韓国）

KAMBE T, MAEKAWA A，
YOSHIDA K, TAKEI R

Health status and quality of life of patients 

with inflammatory bowel disease
4月

第 10回アジアストー
マリハビリテーション
学会（韓国）

MAEKAWA A, AOYAMA K,

YOSHIDA K, TAKEI R

大学間協働で取り組む多職種連携教育
IDT-MIEを推進させるための FDを評
価する

9月 医学教育学会（札幌）
後藤道子，若林秀樹，市川周平，
田口智博，竹村洋典，湯浅美鈴，
荒木史郎，吉田和枝

医師・看護師は保健医療福祉専門職の役
割をどの程度認識しているか？医師・看
護師の役割認識の比較

2017年 9月 医学教育学会（札幌） 春田淳志，吉見憲二，吉田和枝，
後藤道子，大石　愛，吉本　尚

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

科学研究費基盤 C
健康状態が良い時期から始めるアドバンス・ケア・
プランニンの取り組みとその評価

辻川真弓，竹村洋典，
坂口美和，吉田和枝，
竹内佐智恵，犬丸杏里，
横井弓枝，武田佳子

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 評議員，財務委員 吉田和枝

第 34回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学
会総会 座長 吉田和枝
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＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

三重看護研究会 事務局 吉田和枝

若葉病院 ストーマアドバイザー
褥瘡勉強会講師 吉田和枝

第 29回東海ストーマリハビリテーション講習会 実行委員，インストラクター 吉田和枝

藤沢市グループ藤研修会 講師 竹内佐智恵
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母性看護・助産学分野

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

助産師学生の分娩介助演習におけるシ
ミュレーション教育の効果と課題 2017年 1月 母性衛生

57（4）：686–694

井關敦子，山田奈央，佐藤綾子，
吉留厚子

NICU/GCUの低出生体重児における音
楽介入時の生理的影響とアクチグラフに
よる身体的活動量・睡眠の質についての
検討

2017年 4月 日本新生児看護学学会
誌 23（1）：16–21

光武玲子，新小田春美，
長谷川泰代，荒田弘樹，
上野ふじ美，諸隈誠一

子どもの成長と，睡眠・覚醒リズムの推
移－眠りを育む「眠育」推進－ 2017年 10月 チャイルドヘルス

20（10）：15–20
新小田春美

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

小中学校に勤務する養護教諭の LGBT

に関する認識と学校現場での取り組みの
実態および看護職の役割

2017年 3月 GID（性同一性障害）
学会（札幌） 井關敦子，山田奈央

女性の冷え症と月経随伴症状，自律神経
活動との関係 2017年 10月 日本母性衛生学会・学

術集会（神戸） 近藤桃子，篠原ひとみ

三陰交への灸刺激が女性の体温，月経随
伴症状，自律神経活動に及ぼす効果 2017年 10月 日本母性衛生学会・学

術集会（神戸） 近藤桃子，篠原ひとみ

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 27～29年度　科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成
金）基盤研究（C）

出産心的外傷後ストレス症状とその関連要因 研究代表者：大林陽子
研究分担者：入山茂美

平成 28～31年度　科学研究費助
成事業（科学研究費補助金）基
盤研究（B）

NICU明暗環境の時間生物学的評価ツールと子ども
に優しい成育環境基準の検討

研究代表者：新小田春美
分担研究者：若林哲史，
大林陽子，児玉豊彦，
盆野元紀，新小田幸一，
白水雅子，穴井　謙，
國分真佐代，松本あさみ，
平山雅浩

平成 29～31年度　公益財団法人
北野生涯教育振興会　生涯教育
研究助成金

日本人看護師の異文化看護プログラムの開発に関す
る研究

研究代表者：入山茂美
研究分担者：大林陽子，
若園尚美
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＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

全国助産師教育協議会 学校代表委員 新小田春美

全国国立大学法人助産師教育協議会 学校代表委員 新小田春美

全国国立大学法人助産師教育専任教員会議（当番校）　 企画，運営 新小田春美，大林陽子，
山田奈央

全国国立大学法人助産師教育専任教員会議（座長） 座長 新小田春美

日本思春期学会　評議員 評議員 新小田春美

日本母性衛生学会　三重県代議員 三重県代議員 新小田春美

三重母性衛生学会　役員（理事） 役員（理事） 新小田春美

日本母性衛生学会誌　査読委員 査読委員 新小田春美

日本看護教育学会　査読委員 査読委員 新小田春美

日本看護研究学会誌　査読委員 査読委員 新小田春美

三重県胎児・新生児研究会　役員 役員 新小田春美

三重県助産師確保対策委員 対策委員 新小田春美

三重県看護協会センター事業検討委員 検討委員 新小田春美

三重県看護協会　助産師職能委員会 助産師職能委員 大林陽子

平成 29年度三重大学医学部附属病院看護部レベル
Ⅲ日常ケアから看護研究へ研修 研修生担当教員 大林陽子
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小児看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

先天性心疾患児の親が考える 「子どもが病
気を理解するために親としてできること」 2017年 1月 小児保健研究　　　　　　　　　

76（1）：18–24

原口昌宏，仁尾かおり，
藤澤盛樹

先天性心疾患患者に対する移行期チェック
リストの開発 2017年 10月 成人先天性心疾患学会

雑誌 6（2）：16–26

落合亮太，水野芳子，青木雅子，
権守礼美，日沼千尋，
奥原由美子，和田光代，
山村健一郎，満下紀恵，
仁田　学，仁尾かおり，
笹川みちる，佐藤優希，
安河内聡

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

小児気管支喘息アドヒアランスサポートハンド
ブック 2017年 3月 独立行政法人環

境再生保全機構

藤澤隆夫，長尾みづほ，
桑原　優，水野友美，
村端真由美，他

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

銀および銅イオンによる抗菌塗装把手の
有効性の検証 2017年 2月

第 32回日本環境感染
学会総会・学術集会
（神戸市）

村端真由美，中村明子，
中谷　中，矢野久子，奥住捷子

銀および銅イオンによる抗菌効果の検証 2017年 2月
第 32回日本環境感染
学会総会・学術集会
（神戸市）

中村明子，村端真由美，
中谷　中，矢野久子，奥住捷子

年間を通して企画する喘息デイキャンプ
の有用性 2017年 7月

第 34回日本小児難治
喘息・アレルギー疾患
学会（大津市）

村端真由美，東岡　史，
小林正美，益川　薫，
伊藤志野，野間美乃里，
長尾みづほ，藤澤隆夫，
貝沼圭吾，桑原　優，亀田桂子，
西森久史，冨樫健二

喘息キャンプ参加がステロイド吸入を
行っている喘息児と保護者のセルフエ
フェカシーに与える効果についての多施
設共同研究

2017年 7月
第 34回日本小児難治
喘息・アレルギー疾患
学会（大津市）

吉田之範，長谷川美紀，
亀田　誠，本村知華子，
岡本友樹，高増哲也，田阪祐子，
古賀健史，小川俊一，植田　穰，
福田啓伸，吉原重美，
村端真由美，磯崎　淳，
岡本　薫

幼児への点滴処置時に医師・看護師が使
用することばかけ－紙上事例を用いた自
由記述の内容分析－

2017年 8月 日本小児看護学会第 27

回学術集会（京都市） 島田茉歩，仁尾かおり
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

先天性心疾患児のレジリエンス強化に向
けた親へのプログラム評価：親からみた
子どものレジリエンス　

2017年 8月 日本小児看護学会第 27

回学術集会（京都市）
藤澤盛樹，仁尾かおり，
原口昌宏

小児看護学実習を通して学生が実践およ
び認識する倫理的配慮 2017年 8月 日本小児看護学会第 27

回学術集会（京都市）
菅野由美子，藤澤盛樹，
仁尾かおり

小児慢性疾患児の自立に向けた療養支援
に関する看護師の学習ニーズ 2017年 8月 日本小児看護学会第 27

回学術集会（京都市）

林　亮，及川郁子，
野間口千香穂，仁尾かおり，
西田みゆき

テーマセッション：理事会小児看護政策
委員会企画
慢性疾患児の自立に向けた療養支援につ
いて考えよう－自立度確認シートを用い
たアセスメントの実際－

2017年 8月 日本小児看護学会第 27

回学術集会（京都市）

野間口千香穂，及川郁子，
西田みゆき，仁尾かおり，
林　亮

小児の中心静脈カテーテル計画外抜去防
止策の評価 2017年 9月

第 48回日本看護学会
慢性期看護学術集会
（神戸市）

大北真弓，塚脇美香子

Utility of a Self-reliance Check Sheet for 

Japanese Children with Chronic Pediatric 

Disease 

2017年 11月
3rd Asia Pacific Pediatric 

Nursing Conference 2017

（Bangkok）

Miyuki Nishida, 

Chikaho Nomaguchi,

Ikuko Oikawa, Kaori Nio, 

Ryo Hayashi

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

在宅で生活する子どもの理解

平成 29年度三重県小児在宅看護
研修
三重大学医学部附属病院
小児トータルケアセンター

2017年 4月 村端真由美
看護師，
保健師，
養護教諭　他

子どもの看護の技を学ぼう 三重県立かがやき特別支援学校
訪問教育部 2017年 9月 村端真由美，

大北真弓

三重県立かが
やき特別支援
学校訪問教育
部児童，生徒

研究計画書の作成
平成 29年度レベル III「日常ケア
から看護研究へ」研修
三重大学医学部附属病院看護部

2017年 11月 仁尾かおり 看護師，
助産師

先天性心疾患：看護（全般）

平成 29年度三重県小児在宅看護
研修
三重大学医学部附属病院　
小児トータルケアセンター

2017年 12月 仁尾かおり
看護師，
保健師，
養護教諭　他

子どもの看護の技を学ぼう 三重県立かがやき特別支援学校
訪問教育部 2017年 12月 村端真由美

三重県立かが
やき特別支援
学校訪問教育
部児童，生徒
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＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～31年度　科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成
金）　基盤研究 (C)

社会で成長する先天性心疾患をもつ子ども（人）の
レジリエンス促進拡大支援モデル構築

研究代表者：仁尾かおり
研究分担者：藤澤盛樹

平成 29～32年度科学研究費補助
金（基盤 C）

 長期在宅療養中の炎症性腸疾患児感染予防ためシス
テム構築に関する研究

研究代表者：村端真由美
研究分担者：矢野久子，
加藤はる，内田惠一

平成 29～30年度独立行政法人環
境再生保全機構委託研究

小児ぜん息患者のアドヒアランス向上のための個別
化プログラム開発と学校との連携による支援体制構
築に関する調査研究

研究代表者：藤澤隆夫
共同研究者：下条直樹，
大矢幸弘，海老澤元宏，
今井孝成，長尾みづほ，
村端真由美，小田嶋博，
土生川千珠，水野友美，
伊藤直香，山本貴和子，
柳田紀之，佐藤泰憲，
岡田祐樹，本村知華子，
鈴木尚史，亀田桂子

平成 29～31年度厚生労働行政推
進調査事業補助金
新興・再興感染症及び予防接種
政策推進研究事業

ワクチンの有効性・安全性の評価と VPDの疾病負
荷に関する疫学研究

研究代表者：廣田 良夫
共同研究者：福島若葉，
大藤さと子，岡田賢司，
中野貴司，原めぐみ，
他 9名
研究協力者：小笹晃太郎，
葛西　健，山口真也，
矢野久子，村端真由美，他

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本小児看護学会 評議員、専任査読者 仁尾かおり

日本小児循環器学会 多領域専門職委員会委員 仁尾かおり

日本看護科学学会　 和文誌編集委員会専任査読委員  　　         　
英文誌 Reviewer

仁尾かおり

日本家族看護学会　 専任査読者 仁尾かおり

日本循環器看護学会　 専任査読委員 仁尾かおり

三重県小児保健協会 理事 仁尾かおり

第 53回日本小児循環器学会総会・学術集会 一般演題査読 仁尾かおり

日本小児看護学会第 27回学術集会 一般演題査読 仁尾かおり

第 37回日本看護科学学会学術集会 一般演題査読 仁尾かおり

第 37回日本看護科学学会学術集会 座長 仁尾かおり

第 54回日本小児循環器学会総会・学術集会 学会長期企画セッション　
メインコーディネーター 仁尾かおり

東海地区小児糖尿病サマーキャンプ研究会 世話人 村端真由美

第 27回日本外来小児科学会年次集会 実行委員 村端真由美
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名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

第 27回日本外来小児科学会年次集会　
看護シンポジウム 座長 村端真由美

第 27回日本外来小児科学会年次集会　一般演題 座長 村端真由美

日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会 専任査読者 村端真由美

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

第 14回三重県小児在宅研究会 世話人 仁尾かおり

武庫川女子大学看護学雑誌 投稿論文査読 仁尾かおり

四條畷学園大学看護学部 家族看護学（講師） 仁尾かおり

ユマニテク看護助産専門学校 小児看護の方法 I疾患（講師） 仁尾かおり

国立病院機構大阪南医療センター附属大阪南看護学
校 小児看護学概論（講師） 仁尾かおり

三重大学教育学部 子どもの保健 I・II（講師） 仁尾かおり，村端真由美

愛知感染予防ネットワーク 幹事 村端真由美

四日市市公害健康被害予防事業「チャレンジ・デイ
キャンプ」 運営委員 村端真由美

東海地区小児糖尿病サマーキャンプ 世話人 村端真由美

三重ファミリールームボランティアの会 顧問 村端真由美

三重県特別支援学校教員養成医療的ケア研修会 講師 大北真弓
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老年看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

外来通院をしている高齢糖尿病患者のイ
ンスリン自己注射手技に影響を及ぼす要
因

公開日
 2017年 2月

日本看護科学会誌
36：179–188 

藤井夕香，磯和勅子，
平松万由子

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Survey on Nursing Care for Elderly 

Patients and Patients with Cognitive 

Impairment in Acute Hospitals: 

Comparison between Japan and Thailand

2017年 3月

Grant-in Aid for 

Scientific Research(B), 

Overseas Academic 

Research

Greiner C, Monkong S, 

Oishi T, Malathum P, 

Isowa T, Intarasombat P, 

Kita M, Higashiura H

周手術期実習中における看護学生のスト
レス反応と情動知能の関連

公開日
2017年 5月

日本看護研究学会雑誌
39（5）：75–83

服部由佳，小幡光子，磯和勅子

急性期病院に入院した後期高齢患者への
高齢者総合機能評価を用いた看護介入の
有効性

公開日
2017年 11月

日本看護科学会誌
37：202–208

小林みゆき，磯和勅子，
平松万由子

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

Current state of disaster preparedness 

measures for elderly people requiring 

dementia prevention support who live in 

coastal regions of Japan

2017年 3月

The 20th East 

Asian Forum of 

Nursing Scholars

（Hong Kong）

Yuka Hattori, Tokiko Isowa, 

Mayuko Hiramatsu, 

Akiko Kitagawa

Examination Of Issues Identified During 

The Preparation Of An Administration 

Manual By An Industry-Academia-

Government Collaboration Project For 

Long-Term Care Insurance Facilities

2017年 4月 2017ADI国際会議
（京都市）

Akiko Kitagawa, Tokiko Isowa, 

Mayuko Hiramatsu, 

Yuka Hattori

Characteristics of End-of-life Care in 

Group Homes for the Elderly with 

Dementia in Japan -Based on 

Questionnaire Surveys of Managers-

2017年 4月 2017ADI国際会議
（京都市）

Mayuko Hiramatsu, 

Naoakira Niino 

Comparison Survey on Family Caregivers 

of Elderly People in Thailand and Japan, 

21th IAGG World Congress of 

Gerontology & Geriatrics

2017年 7月

21th IAGG World 

Congress of 

Gerontology & 

Geriatrics

（San Francisco）

Greiner C, Tamdee D, 

Okamoto N, Tamdee P, 

Isowa T, Booonchiang W, 

Ryuno H, Kitagawa A

Association between burden and 

psychosocial factors for family caregivers
2017年 12月 第 37回日本看護科学

学会学術集会（宮城）

Ryuno H, Greiner C, 

Okamoto N, Kitagawa A, 

Isowa T
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＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

中部電力（産学連携事業） 災害時要援護者対策および介護予防活動ならびに避
難所運営支援の検討

研究代表：磯和勅子
研究協力：平松万由子，
北川亜希子，服部由佳

平成 28～31年度
科学研究費補助金（基盤 B）

 認知症高齢者へのライフコースアプローチを基盤に
した生きがい支援プログラムの開発 

研究代表：グライナー智恵子
研究協力：磯和勅子

平成 27～30年度
科学研究費補助金（基盤 C）

高齢者および災害時要援護者に配慮した避難所運営
のための地域防災対策支援方法の構築

研究代表：磯和勅子
研究分担：平松万由子，
北川亜希子，服部由佳

平成 27～30年度
科学研究費補助金（基盤 C）

認知症高齢者の終末期ケアを担うケア専門職に対す
る実践能力育成システムの開発

研究代表：平松万由子
研究分担：磯和勅子，
北川亜希子，服部由佳

平成 26～29年度
科学研究費補助金（基盤 C）

過疎 ･高齢化地域の認知症高齢者の防災力強化を目
指した支援体制の構築

研究代表：服部由佳
研究分担：磯和勅子，
平松万由子，北川亜希子，
川口　淳

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本循環器心身医学会 評議員 磯和勅子

日本行動医学会学会 評議員 磯和勅子

日本災害看護学会 評議員 磯和勅子

日本認知症ケア学会 代議員 平松万由子

日本認知症ケア学会東海地域部会 部会委員 平松万由子

平成 29年度認知症ケア学会東海地域大会 プログラム委員 平松万由子

平成 29年度認知症ケア学会東海地域大会 一般演題座長 平松万由子

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

平成 29年度「みえ防災さきもりコース」 講師 平松万由子，服部由佳，
北川亜希子

附属病院　平成 28年度レベル II（第 3回）
認知症患者の看護 講師 平松万由子

附属病院　平成 29年度レベル II（第 1～2回）
認知症患者の看護 講師 平松万由子

平成 29年度三重県立看護大学地域交流センター　
認定看護師教育課程「認知症看護」：認知症看護倫理 講師 平松万由子

平成 29年度認定介護福祉士養成研修「疾患・障害
のある人への生活支援連携 II」 講師 平松万由子
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名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

三重大学大学院医学系研究科認知症医療学講座主
催；事例相談会（認知症サポート医フォローアップ
研修会）

世話人 平松万由子

平成 29年度「みえ防災コーディネーター育成講座」 講師 服部由佳

三重大学みえ防災塾 運営委員 服部由佳
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広域看護学領域
精神看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Japanese University Teachers’ Depression 

Status and Its Influence Factors
2017年 7月

Open Journal of 

Psychiatry 

7（3）：186–198

Kataoka M, Ozawa K, 

Tanioka T, Kodama T, 

Tamura Y, King B

Violence exposure and resulting 

psychological effects suffered by 

psychiatric visiting nurses in Japan

2017年 10月
J Psychiatr Ment 

Health Nurs 

4（8）：638–647

Fujimoto H, Hirota M, 

Kodama T, Greiner C, 

Hashimoto T

Suicide for the Purpose of Gaining 

Insurance Payouts in Japan
2017年 11月 Open Journal of Social 

Sciences 5（11）：189–197

Kodama T, Fujimoto H, 

Tamura Y, Kataoka M

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

わが国の看護における携帯端末による
ICTを活用した臨床試験に関する現状
と課題　文献 Review

2017年 3月 三重看護学誌
19：13–18

児玉豊彦，田村裕子

精神科看護師の感じるやりがいに関する
実態調査 2017年 3月 三重看護学誌

19：29–34
藤森由子，片岡三佳，藤代知美

海外から本学への研修学生の来訪とその
後の展開 2016年前期 2017年 3月 三重看護学誌

19：35–40

成田有吾，児玉豊彦，
竹内佐智恵，武田佳子，
平松万由子，福録恵子，
山田奈央

セドロールのリラックス効果と導眠効果
の検証のための予備試験 2017年 3月

国立大学法人三重大学
地域イノベーション推
進機構研究報告
（24）：11–16

田村裕子，小森照久，三井雅之，
松井　純，上井大輔，青木新治

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

腎移植後レシピエントの精神状態と
QOL

2017年 2月 第 50回日本臨床腎移
植学会（神戸市）

田村裕子，浦和愛子，
渡部小央里，長谷川智規，
小椋　透，西川晃平，杉村芳樹，
小森照久，岡田元宏

精神科通院患者における携帯メールを利
用した援助希求行動促進に向けた取り組
み ～ランダム比較試験～

2017年 6月
第 113回日本精神神経
学会学術総会
（名古屋市）

児玉豊彦，小森照久，片岡三佳，
田村裕子，井倉一政，橋本健志

精神科病院に勤務する看護師・精神保健
福祉士・作業療法士のストレングス志向 2017年 8月

日本看護研究学会第 43

回会学術集会
（愛知県半田市）

片岡三佳，小澤和弘，藤森由子，
臼田成之
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

臓器移植における精神的側面に着目した
看護介入に関する文献的考察 2017年 8月

日本看護研究学会
第 43回会学術集会
（愛知県半田市）

田村裕子，児玉豊彦，片岡三佳

腎提供後ドナーの精神状態と QOL 2017年 9月 第 53回日本移植学会
総会（旭川市）

田村裕子，浦和愛子，
渡部小央里，長谷川智規，
小椋　透，西川晃平，杉村芳樹，
岡田元宏

精神科看護師のストレングスへの気づき
とその関わりの必要性を感じた場面に関
する文献検討

2017年 11月

日本精神障害者リハビ
リテーション学会
第 25回久留米大会
（久留米市）

松井陽子，片岡三佳

Mood Status and Quality of Life in 

Kidney Transplant Recipients after 

Transplantation

2017年 11月
15th Congress of 

the Asian Society of 

Transplantation (Cebu)

Tamura Y, Urawa A, 

Watanabe S， Hasegawa T, 

Ogura T, Nishikawa K, 

Sugimura Y, Komori T, 

Okada M

臓器移植における精神的側面に着目した
文献的考察 2017年 12月 第 37回 日本看護科学

学会学術集会（仙台市）
田村裕子，児玉豊彦，小森照久，
片岡三佳

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

看護倫理 日本精神科看護協会三重県支部 2017年 5月 片岡三佳 看護師

ストレングスアプローチを用
いた共育の試み 三重大学附属病院研修会 2017年 6月 片岡三佳 看護師

～いのちのはなし～ 

自殺予防，介入，事後対応 三重県立こころの医療センター 2017年 7月 児玉豊彦
三重県立ここ
ろの医療セン
タースタッフ

レベル III「日常ケアから看護
研究へ」看護研究とは，文献
検索とクリティーク

三重大学附属病院研修会 2017年 7月 片岡三佳 看護師

実践！ストレングスモデルに
基づいた精神科看護 日本看護協会徳島県支部 2017年 10月 片岡三佳 看護師

ストレス・コーピング Nフィールド 2017年 10月，
11月 片岡三佳 看護師

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～30年度
科学研究費補助金　（基盤 C）

自殺リスクの高い若者に対する携帯メールを活用し
た自殺予防介入の開発

研究代表 : 児玉豊彦
研究分担 : 小森照久，
片岡三佳，田村裕子，
井倉一政，橋本健志
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研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～30年度
科学研究費補助金（基盤 C）

精油を用いたハンドマッサージを精神看護に導入す
る効果と課題

研究代表：小森照久
研究分担：片岡三佳，
児玉豊彦，田村裕子

平成 28～31年度
科学研究費補助金（基盤 B）

NICU明暗環境の時間生物学的評価ツールと子ども
に優しい成育環境基準の検討

研究代表：新小田春美
研究分担：穴井　謙，
児玉豊彦，賎川葉子，
若林哲史，盆野元紀，
白水雅子，新小田幸一，
大林陽子

平成 28～31年度
科学研究費補助金（若手 B）

生体臓器移植レシピエント・ドナーのアドヒアラン
スに関する研究 研究代表：田村裕子

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本看護研究学会 評議員，査読委員 片岡三佳

日本看護研究学会第 43回学術集会（愛知県半田市） 座長，査読委員 片岡三佳

日本精神保健看護学会 代議員，査読委員 片岡三佳

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

新しい精神障害者の地域生活支援を考える会「笑抱
の会」 企画運営 片岡三佳

朝日大学 非常勤講師 (看護倫理） 片岡三佳

兵庫医療大学大学院 非常勤講師（看護倫理） 片岡三佳

徳島大学大学院 非常勤講師（コンサルテーション） 片岡三佳

三重県立こころの健康センター「わかちあいの会」 企画運営 児玉豊彦

平成 29年度　教員免許状更新講習　選択科目 講師 西出りつ子，児玉豊彦

三重大学第 2生協にて 夢の郷クローバーハウス　
パン・クッキー販売 企画運営 児玉豊彦，田村裕子

三重大学祭 夢の郷クローバーハウス「さとのパン」
出店 企画運営 児玉豊彦，田村裕子
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ストレス健康科学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Relaxation effect of a 2-hour walk in

Kumano-Kodo forest
2017年 2月

J Neuro Neurosci 8（1）： 

DOI: 10.21767/2171–
6625. 1000174 6pages

Komori T, Mitsui M, 

Togashi K, Matsui J, Kato T, 

Uei D, Shibayama A, Yamato K, 

Okumura H, Kinoshita F

A significance of serum IL-6 elevation in 

depressive patients
2017年 9月 Arch PNI Soc 

2（1）：3–6
Sasaki T, Komori T

Interaction of IL-6 and serotonin in 

mouse brain 
2017年 9月 Arch PNI Soc 

2（1）：14–16
Nishino K, Sasaki T, Komori T

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

The significance of proinflammatory 

cytokines and Th1/Th2 balance in 

depression and action of antidepressants

2017年 1月 Neuropsychiatry 

6（6）：476–479
Komori T

 Stress and health sciences 2017年 2月 Electronic J Biol 

S3：1–2
Komori T

ストレス研究の歩み－生物学的研究から
形而上学へ－ 2017年 3月 三重看護学誌 19：1–12 小森照久

セドロールのリラックス効果と導眠効果
の検証のための予備試験 2017年 3月

三重大学地域イノベー
ション推進機構研究報
告 24：11–16

田村裕子，小森照久，三井雅之，
松井　純，上井大輔，青木新治

Depression and immunity 2017年 10月 Electronic J Biol 

S4：1–2
Komori T

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

忍者「負けない心」の秘密 2017年 7月 青春出版 小森照久

こころの疾患と香り 2017年 8月 フレグランス・
ジャーナル社 小森照久

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

腎移植後レシピエントの精神状態と
QOL

2017年 2月 第 50回日本臨床腎移
植学会（神戸）

田村裕子，浦和愛子，
渡部小央里，長谷川智規，
小椋　透，西川晃平，杉村芳樹， 
小森照久，岡田元宏
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

精神科通院患者における携帯メールを利
用した援助希求行動促進に向けた取り組 

み～ランダム比較試験～ 

2017年 6月 第 113回日本精神神経
学会学術総会（名古屋）

児玉豊彦，小森照久，片岡三佳，
田村裕子，井倉一政，橋本健志

A significance of serum IL-6 elevation in 

depressive patients
2017年 8月 PNI研究フォーラム

2017（東京） Sasaki T, Komori T

Interaction of IL-6 and serotonin in 

mouse brain 
2017年 8月 PNI研究フォーラム

2017（東京） Nishino K, Sasaki T, Komori T

A significance of serum IL-6 elevation in 

depressive patients
2017年 9月

30th European College of 

Neuropsychopharmacology 

Congress (Paris)

Sasaki T, Komori T

Interaction of IL-6 and serotonin in

mouse brain
2017年 9月

30th European College of 

Neuropsychopharmacology

Congress (Paris)

Nishino K, Sasaki T, Komori T

Mood Status and Quality of Life in 

Kidney Transplant Recipients after 

Transplantation

2017年 11月
15th Congress of 

the Asian Society of 

Transplantation（Cebu）

Tamura Y, Urawa A, 

Watanabe S, Hasegawa T, 

Ogura T, Nishikawa K, 

Sugimura Y, Komori T, 

Okada T

臓器移植における精神的側面に着目した
文献的考察 2017年 12月 第 37回 日本看護科学

学会学術集会（仙台）
田村裕子，児玉豊彦，
小森照久，片岡三佳

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

嗅覚刺激の精神科医療への応
用

第 4回嗅覚冬のセミナー
（嗅覚冬のセミナー） 2017年 1月 小森照久 嗅覚冬のセミ

ナー会員

大災害の発生に備えて、産業
医が理解すべき労働者のメン
タルヘルスについて

三重県産業医研修会　
（三重県医師会） 2017年 1月 小森照久 産業医，労働

衛生関係者

忍者の知恵に学んでみては－
印と呼吸法の効果－

ドクターUの健康フェスタ 2017

（嬉野 Uの会） 2017年 2月 小森照久 一般参加者

ストレス研究の歩み－うつ病
の免疫機能亢進仮説，脂肪酸，
熊野古道ウォーキング，香り，
忍者－

三重精神科学術講演会
（三重精神医会・吉富薬品） 2017年 6月 小森照久

三重大学医学
部精神神経科
科学教室同門
会員

ストレスと付き合う方法－過
酷な任務の忍者にもオフはあ
る－

第 69回日本笑い学会三重支部笑
例会（日本笑い学会三重支部） 2017年 6月 小森照久 会員および一

般参加者

うつ病における炎症の意義 PNI研究フォーラム 2017

（PNI研究会） 2017年 8月 小森照久 会員および一
般参加者
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演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

うつ病の初期対応 尾鷲市うつ病治療講座（尾鷲市・
紀北医師会） 2017年 9月 小森照久

紀 北 医 師 会
員，尾鷲市職
員

こころの疾患と香り 開館記念セミナー（香りの健康
ライブラリー） 2017年 9月 小森照久 一般参加者

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～30年度
科学研究費補助金（基盤 C）

精油を用いたハンドマッサージを精神看護に導入す
る効果と課題

研究代表：小森照久
研究分担：片岡三佳，
児玉豊彦，田村裕子

株式会社アヴ・オヴォ
（産学共同研究）

精神科医療におけるホスファチジルセリンの有用性
の検討 小森照久

平成 28～30年度
科学研究費補助金（基盤 C）

自殺リスクの高い若者に対する携帯メールを活用し
た自殺予防介入の開発

研究代表：児玉豊彦
研究分担：小森照久，
片岡三佳，田村裕子，
井倉一政，橋本健志

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本生物学的精神医学会 評議員 小森照久

PNI研究会 理事 小森照久

三重抑うつ不安治療研究会 世話人 小森照久

三重県気分障害不安障害研究会 幹事 小森照久

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

尾鷲市健康増進計画策定委員会 アドバイザー 小森照久

アロマテラピー学雑誌 編集委員会同人 小森照久

Archives of PNI Society Editor-in-Chief Komori T

Electronic Journal of Biology Associate Editor Komori T
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地域看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

現代保健師が獲得すべき態度とスキル
－沖縄県島嶼における駐在保健婦の実践
からの検討－

2017年 1月 社会医学研究
34（1）：31–39

畑下博世，金城八津子，
鈴木ひとみ，河田志帆

在日ブラジル人妊産褥婦の健康に影響す
る社会文化的要因 2017年 6月 国際保健医療

32（2）：69–81

マルティネス 真喜子，
畑下博世，鈴木ひとみ，
Denise M. Saint Arnault，
西出りつ子，谷村　晋，
石本恭子

Self-rated health is associated with 

subsequent functional decline among 

older adults in Japan.

2017年 9月
International 

Psychogeriatrics

29（9）：1475–1483 

Hirosaki M, Okumiya K, 

Wada T, Ishine M, 

Sakamoto R, Ishimoto Y, 

Kasahara Y, Kimura Y, 

Fukutomi E, Chen WL, 

Nakatsuka M, Fujisawa M, 

Otsuka K, Matsubayashi K.

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

看護学分野における悪徳オープンアクセ
ス出版社への浸淫とその対策 2017年 3月 三重看護学誌

19：19–27
谷村　晋

私たちが考えるフィールド医学
－実体験から思考する－ 2017年 3月 ヒマラヤ学誌

18：111–117
石本恭子，笠原順子

Dissemination capability of research 

and academic information about SDGs 

from Thailand and Japan: a bibliometric 

analysis

2017年 7月

Proceedings of the 1st 

APACPH Bangkok 

Region Conference 

and the 8th 

International Public 

Health Conference

134–140

Tanimura S, Moolphate S,  

Aung MN, Ishimoto Y, 

Nishide R, Hatashita H

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

健康寿命の男女差に寄与する要因：分位
点回帰モデルによる国家比較 2017年 3月

日本国際保健医療学会
第 35回西日本地方会
（神戸市）

谷村　晋，西出りつ子，
石本恭子，畑下博世
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

Successful outcome of evidence-based 

smoking cessation intervention package 

in the primary health care setting of 

Thailand: A randomized controlled trial 

(ISRCTN 893151117)

2017年 5月

The 1st APACPH 

Bangkok Region 

Conference and the 8th 

International Public 

Health Conference, 

Bangkok, Thailand

Aung MN, Yuasa M, 

Moolphate S, Fukuda H,

Kitajima T, Lorga T, 

Yokokawa H, Minematsu K, 

Tanimura S, Hiratsuka Y, 

Ono K, Kawai S, Suya Y, 

Thinuan P, Naunboonurang P,

Deerojanawong J, 

Chumvicharana S, Marui E

Dissemination capability of research 

and academic information about SDGs 

from Thailand and Japan: a bibliometric 

analysis

2017年 5月

The 1st APACPH 

Bangkok Region 

Conference and the 8th 

International Public 

Health Conference, 

Bangkok, Thailand

Tanimura S, Moolphate S, 

Aung MN, Ishimoto Y, 

Nishide R, Hatashita H

地域在住高齢者におけるフレイルスコア
と転倒スコアの関連 2017年 6月 第 59回日本老年医学

会学術集会（名古屋市）

石本恭子，木村友美，岩崎正則，
和田泰三，笠原順子，坂本龍太，
藤澤道子，奥宮清人，松林公蔵

75歳以上地域在住高齢者における睡眠
薬服用と ADL，転倒，うつ傾向，QOL

との関連
2017年 6月 第 59回日本老年医学

会学術集会（名古屋市）

笠原順子，石本恭子，広崎真弓，
木村友美，中塚晶博，藤澤道子，
石根昌幸，和田泰三，奥宮清人，
松林公蔵

地域包括ケアに関わる人々の相互行為と
背景となる認識からみえた連携の推進要
素

2017年 8月 第 20回日本地域看護
学会学術集会（大分市） 西出りつ子，畑下博世

国民文化が健康寿命に及ぼす影響
－ 61カ国の地域相関分析－ 2017年 11月

グローバルヘルス合同
大会 2017（第 58回日
本熱帯医学会大会・第
32回日本国際保健医療
学会学術大会・第 21

回日本渡航医学会学術
集会，東京）

谷村　晋，石本恭子，
西出りつ子，畑下博世

Nipponパッケージ 2016年 11月

2017 年度統計数理研究
所共同研究集会「デー
タ解析環境 Rの整備と
利用」（立川市）

谷村　晋

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～平成 30年年度
科学研究費補助金（基盤 C）

育児中の在日ブラジル女性の災害時支援－異文化ケ
アモデルの構築－

畑下博世，谷村　晋，
西出りつ子，石本恭子

平成 27～平成 30年年度
科学研究費補助金（若手 B）

フレイルの実態と予防に関する研究・ケア付き老人
ホーム入居者のケアモデルを目指して 石本恭子

平成 28～平成 30年年度
科学研究費補助金（基盤 C特分）

アジア地域における高齢者のフレイルに関する複合
的研究

木村友美，笠原順子，
石本恭子，岩崎正則

平成 27～29年度
科学研究費補助金（挑戦的萌芽）

看護系大学院生のための英語論文作成用統計教育及
び視覚的統合学習支援システムの検討

中野正孝，中村洋一，
西出りつ子，福井龍太，
西脇理恵
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＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本国際保健医療学会 代議員 谷村　晋

日本国際保健医療学会西日本地方会 共同代表 谷村　晋

日本国際保健医療学会第 36回西日本地方会 企画・運営委員 谷村　晋

日本健康医学会 評議員 西出りつ子

第 21回日本看護研究学会東海地方会学術集会 企画・運営委員
林　智子，井村香積，
西出りつ子，高植幸子，
石本恭子，石倉夏海

日本公衆衛生学会 査読委員 谷村　晋

日本国際保健医療学会第 35回西日本地方会一般演題 座長 谷村　晋

第 4回アジア・太平洋登山医学会 /第 37回日本登
山医学会 座長 石本恭子

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

京都学園大学 非常勤講師 畑下博世

神戸大学 非常勤講師 谷村　晋

鈴鹿医療科学大学 非常勤講師 西出りつ子

平成 29年度　教員免許状更新講習　選択科目 講師 西出りつ子，児玉豊彦

名張市民病院看護研究研修会 講師 谷村　晋，西出りつ子，
井村香積

伊賀地域中堅看護職看護研究研修会 講師 林　智子，井村香積，
石本恭子

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 地球規模
保健課題解決推進のための研究事業 評価委員 谷村　晋

計画行政 投稿論文査読 谷村　晋

全国保健師教育機関協議会 広報・国際委員 西出りつ子

三重県建築審査会 委員（副委員長） 西出りつ子


